
DXを推進し、業務プロセスや成果の見える化は進んでいます。しかし、DXを現場で使いこなし、変化
につなげるためには、日々の改善が回り続けていることが不可欠です。改善提案が続かない背景には、
従業員の意欲ではなく、挑戦とスキルのバランスという「状態のズレ」があります。
本講演では、フロー理論と最新研究をもとに、リーダーが現場の状態を読み取り、DXを人の感度を
補強する支援ツールとして活かしながら、改善を循環させ、DX推進を前に進める考え方を解説します。


